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【目的】新疆ウイグル自治区に広がるステップ地帯では、過放牧・過耕作などにより草

原の荒漠化が進んでいる。特に、家畜頭数の増加に伴い、家畜 1 頭あたりの草地面積の

減少が進んでおり、過放牧による沙漠化の危険性が高い。演者らは、これまで内蒙古の

退化草原において、現

地の自然および社会環

境を最大限に生かした

「現地主義」に基づい

た環境保全型草地農業

の創出に取り組んでき

た。この実績をもとに、

新疆ウイグル自治区に

おいても環境保全型草

地農業を創出すること

が、最も有効な沙漠化

防止対策であると考え

ている。本報では、越

冬飼料畑の造成が計画

されている実証圃場を

対象に現況調査を行な

った。 

 

Fig.1 調査地の位置  
 Location of survey area 

【調査地概要】調査対象地はグルバンテュンギュト沙漠の広がるジュンガル盆地の北縁、

区都ウルムチから北へ 700km 離れたアルタイ市アラハク地区で、アルタイ山脈の裾野に

位置している。アルタイ市の年平均降水量は 218mm、年平均蒸発量は 1780mm である。

調査対象地であるアラハク地区は春と秋に遊牧を行なっている自然草地である。また、

近くにはエルティス河の支流であるアラハク川が流れている。 
【方法】2001 年 7 月に植生調査と土壌断面調査を行なった。また、土壌断面調査を行な

った際、撹乱土と不撹乱土を採取し、これを土壌の理化学性の分析に用いた。 
【結果および考察】土壌断面調査を行なった結果、礫含量は 29～51cm の層ですこぶる

富むと判定された以外は富むであった。さらに、山中式硬度計で測定した土壌硬度は、

29cm までの層で高く、根の伸長をよくするために土壌物理性の改善が必要であると判断 
された（Fig.2）。粒径組成は、粘土：3～13％、シルト：1～7％、細砂：14～36％、粗 
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砂：46～80％であった。また、この結果より国際法により土性判定を行なったところ、

深さ 0～6cm と 52～58cm の層は壌質砂土（LS）、深さ 10～16cm の層と 20～29cm の

層は砂壌土（SL）深さ 76～81cm および 98～105cm の層は砂土（S）であった。三相分

布は、液相率が深さ 0～6cm の相において 1％、最も多い 52～58cm の層においても 6％
であった。また固相率は 0～6cm の層において 60％を超えていた（Table 1）。 
 土壌 pH（H2O）は深さ 0～6cm で 8.7、10cm 以深では 9.2～9.3 であった。EC は 36
～65μS cm－1

で、下層ほど

低かった。こ

れは、カルシ

ウムが多く存

在し、硝酸な

どの窒素が少

ないためであ

る。また、土

色から有機物

含量はきわめ

て少ないと判

断された。実

際に分析した

結果、全炭素

量は、深さ 0
～6cm の層に

おいて最も多

かったが、5.2g kg－1であった。加えて、リン酸吸収係数が高く、有効態リン酸が少ない

ことが明らかとなった（Table 1）。 

調 査 地

深 さ （ ｃ ｍ ） 土 性 腐 植 土 色 石 礫 乾 湿 根 硬 度 (m m ）

2 9

す こ ぶ る
富 む

5 1

7 0

1 1 0

調 査 日 2 0 0 1 年 7 月 2 3 日
新 疆 ウ イ グ ル 自 治 区  ア ル タ イ 市  ア ラ ハ ク 地 区

半 湿 な し 1 6砂 土 （ S ) な し 1 0 Y R 5 / 8 富 む

砂 土 （ S ) な し 1 0 Y R 5 / 8 富 む 半 湿 あ り 1 6

半 乾 含 む 2 2 .5砂 壌 土 （ S L ) な し 1 0 Y R 5 / 8

乾 含 む 2 1砂 壌 土 （ S L ) な し 1 0 Y R 7 / 3 富 む

Fig.2 土壌断面調査の結果  
Soil profile 

以上のことからアラハク地区での飼料畑造成の際の問題点は、塩類集積ではなく、第

一に水分含量が少ないこと、第二に窒素やリン酸が不足していることである。アラハク

地区の土壌は、有機物含量が少なく、土性は砂質土であることから、養水分保持力が小

さい。このため、灌漑や施肥により供給された養水分が溶脱する可能性が高い。したが

って、飼料畑を造成するにあたり、まず、養水分保持力を高めることが必要である。養

水分保持力を高める方法としては、粘土や有機物の投与などが挙げられるが、現地主義

の観点から、有機物の投与が有効であると考えられる。 
 

層位 EC 全炭素 有効態リン酸

（cm） （μS cm
-1
） (g kg

-1
) (mgP2O5kg乾土

-1
) 固相 液相 気相

0～6 8.7 65.0 5.2 45 61 1 38
10～16 9.2 60.3 3.2 58 55 2 43
20～29 9.3 57.9 3.5 20 - - -
52～58 9.3 41.1 1.2 7 53 6 41
76～81 9.2 42.3 1.1 9 - - -
98～105 9.2 36.0 0.35 8 - - -

pH（H2O)
三相分布（％）

Table 1  土壌の理化学性 
Physical and chemical properties of soil 


